
一
定
の
成
果
を
み
る

実
質
単
年
度
収
支
が
黒
字

■
決
算
特
別
委
員
会
で

、
19
年
度
決
算
を
徹
底
審
査

平
成
19
年
度
決
算
は

、
9
月
12
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
開
会
し

、

全
会
計
を
審
査
し
ま
し
た

。
9
月
19
日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果

、

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

。

反対

70億9,68 1 万円
(対前年比0.2 % )

認　

74億2,825万円
(対前年比0.5 % )

成

.
㈹‐

( 町の収入)

セ:-薹苓."羞 歳入(町の収入)一般会計 74億2,825万円 70億9,681万円-

険
水

区
保

排
産

康
健
落
険

財
道
健
保
集
保

王
水
民
人
業
護

十
下
国
匿
膿
疥

特
別
会
計

126万円 21万円-11億6,461万円 11億5,158万円15億6,302万円 14億6,785万円-17億6,138万円 17億6,041万円-
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輪討

反
対
討
論

本
木
勝
利
議
員

歳
入
で
は

、
18
年
度
と
19
年

度
を
比
較
す
る
と

、
鳴
り
物
入

り
で
す
す
め
た
税
源
移
譲
は

、

所
得
の
低
い
白
鷹
町
に
と

っ
て

、

財
源
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん

。
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど

に
よ
り
町
民
の
負
担
が
増
し
た

だ
け
に
な
り
ま
し
た

。

歳
出
で
は
町
民
が
十
分
な
議

論
を
す
る
間
も
な
く

、
こ
ぐ
わ

･

あ
ゆ
か
い
統
合
保
育
園
用
地
を

取
得
し
た
こ
と
に
反
対
を
し
ま

す
。高
齢
者
を
差
別
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は

、
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
な
ど

、
国
民
か
ら

賛成

平
成
12
年
度
に
1
3
4
億
円

あ
っ
た

一
般
会
計
の
起
債
残
高

が
94
億
円
程
度
に
な

っ
た
こ
と

は
、
行
財
政
改
革

･
起
債
管
理

の
成
果
と
言
え
ま
す

。

山
口

･
中
山
地
区
の
地
域
活

性
化
計
画
策
定
な
ど

、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
形
が
具
体
的
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す

。

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

、

交
流
と
定
住
を
基
本
と
し
た
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
着
実
に
そ

の
姿
を
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す

。

企
業
誘
致
や
白
鷹
サ
テ
ラ
イ

賛
成
討
論

今
野
正
明
議
員

-

本
町
の
財
政
状
況
は

、
19
年

度
末
で
地
方
債

(町
の
借
金

)

残
高
は
94
億
円

(前
年
度
末
1

0
3
億
円

)
と
な
り
ま
し
た

。

財
政
指
標
は

、
経
常
収
支
比

率
が
鯏
%
と
鋼
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
ま
す

。
起
債
制
限
比
率

が
鍋
ポ
イ
ン
ト

、
実
質
公
債
費

比
率
が
“
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

、

公
債
費
に
関
わ
る
指
標
が

、
改

善
さ
れ
て
い
ま
す

。

税
源
移
譲
に
よ
る
歳
入
減
や

、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
歳

出
削
減
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

は
あ

っ
た
も
の
の

、
鮎
貝
ま
ち

づ
く
り
事
業
関
連
で
決
算
額
が

増
加
し
て
い
ま
す

。

怒
り
を
か

つ
て
い
る
の
で

、
廃

止
す
べ
き
で
す

。

町
は

、
タ
ナ
カ
種
畜
牧
場
の

悪
臭
が

、
著
し
く
環
境
を
悪
化

さ
せ
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た

。

関
係
す
る
団
体
で
結
ん
だ
協
定

書
の
内
容
を
守
る
よ
う
に

、
町

と
し
て
す
み
や
か
に
勧
告
す
べ

き
で
す

。

鱒
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を

、
｢新
た
な
箱
物
は
い
ら
な
い

｣

と
い
う
声
を
無
視
し
て
建
て
て

い
ま
す

。
維
持
管
理
費
な
ど
を

考
え
た
時

、
有
効
活
用
に
疑
問

を
持
ち
ま
す

。

ト
オ
フ
イ
ス
に
よ
る
受
注
拡
大

、

販
売
促
進
な
ど
は

、
雇
用
促
進

、

産
業
振
興
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す

。

保
育
所
途
中
入
所
1
0
0
%

対
応
や
原
油
高
騰
に
と
も
な
う

緊
急
対
策
と
し
て

、
灯
油
購
入

費
助
成
な
ど
は

、
町
民

へ
の
細

心
の
意
を
払

っ
た
政
策
と
し
て

高
く
評
価
で
き
ま
す

。

道
の
駅
ヤ
ナ
公
園
整
備
事
業

は
、
今
後
の
最
上
川
の
文
化
的

景
観
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
結
び

つ
く
よ
う
期
待
し
ま
す

。

町
民
目
線
で
の
行
政
執

行
を
望
む

財
政
健
全
化
法
も
施
行
に

な
り
行
財
政
改
革
の
推
進
に

当
た

っ
て
は

、
町
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
し

、
合

意
形
成
を
は
か
ら
れ
る
よ
う

強
く
望
み
た
い

。

税
収
に
お
い
て
は
未
納
額

が
増
え
て
い
る

。
納
付
意
識

の
啓
発
に
努
め
な
が
ら

、
新

た
な
徴
収
対
策
の
導
入
な
ど

も
視
野
に
い
れ
収
納
率
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い

。

公
共
工
事
な
ど
の
業
者
選

定
に
当
た

っ
て
は

、
よ
り
高

い
公
平
性

･
透
明
性
を
確
保

さ
れ
た
い

。
特
に
随
意
契
約

に
関
し
て
は
入
札
に
付
さ
な

い
理
由
を
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
り

、
追
加
工
事
の

変
更
契
約
に
関
し
て
も

、
よ

り
明
確
な
基
準
に
基
づ
く
執

行
を
さ
れ
た
い

。

職
員

一
人
ひ
と
り
が
町
民

ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
を
的
確

に
把
握
し

、
民
間
感
覚
の
良

さ
を
学
び
意
識
改
革
に
努
め

、

町
民
目
線
で
町
民
の
た
め
の

行
政
執
行
を
希
望
す
る

。

梅
津
正
夫
代
表
監
査
委
員

加
藤
秀
人

監
査
委
員

一
と
し
力

増

　　
董

賛
成
議
員

(10
人

)

五
十
嵐
政
司
議
員

菅
祐
二
議
員

岡
田

明
議
員

青
木
彰
榮
議
員

加
藤
秀
人
議
員

今
野
正
明
議
員

遠
藤
幸

一
議
員

守
谷
丹
吾
議
員

関
千
鶴
子
議
員

菅
原
隆
男
議
員

反
対
議
員

(
2
人

)

本
木
勝
利
議
員

佐
竹
典
明
議
員
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除雪機整備事業 3 , 3 1 1 万
(大型 ド ーザ ･ 歩道除雪機)

赤堀栗山線道路改良事業 2 , 0 00 万 円

畔藤舘の 内線道路改良事業 1 , 9 50 万 円

消防施設整備事業 9 7 6 万 円
(防火水槽 ･ 小型動力 ポ ン プ整備)

角占貝 ま ち づ く り 拠点施設整備事業 2億6 , 7 1 0 万 円

角占貝新駅舎 ･ 交流広場整備事業 3 , 663 万 円

四季の郷住宅整備事業 9 7 6 万 円

学校給食共同調理場設備整備事業 640 万 円

省工れレ ギー型農業機械等緊急整備対策事業 869 万 円

公的分収造林造成事業 1 0 1 万 円

松 く い虫防除事業等 41 6 万 円

ヤナ公園整備事業 2 , 7 8 7 万 円

1 9年度に行っ た
主な事業

合併処理浄化槽整備事業

( 萩野 メ モ リ ア ルパー ク 整備事業)

窓ゆ か い 保育園送迎バス更新事業
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議会だよ り し ら たか 第 1 00号

@ の

議会だよ り し ら たか 第 1 00号

.ゞ
き
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( 町の支出 )

賛
成
討
論

今
野
正
明
議
員

反
対
討
論

本
木
勝
利
議
員
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